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ʲ͸͡Ίʹʳ

　೔本は、地震や߽Ӎ、෾Րといった災֐が多く発
生している̍）。౦೔本大震災におけるॅՈ被֐は
2�1�年̕月̍೔時఺でશյが121
��3౩、൒յが
2��
���౩と報告されており２）、災֐の発生によって
ਓ々の生໋やॅまいがࣦわれることもগなくない。
災֐によってॅまいをࣦったਓ々はආ೉所生活を༨
ّなくされるが、一時తなडけ入れであり、ਓ々が
୹ظ間でॅ୐֬保することはࠔ೉であることかΒ、
災ٹ֐ॿ法にͮجき応ٸԾઃॅ୐（Ҏ下、ʮԾઃॅ
୐ʯとい͏。）がఏڙされる３）４）。ఏڙされるԾઃ
ॅ୐は࢓様のҧいがあり、入ډ者ਓ਺だけではなく、
入ډ者の਎ମ状況に߹わͤて保健師が෦԰をબ୒す
る非ৗに重要なϓロηスが存ࡏしている。しかし、
入ډ者഑ஔは、௨ৗ、行੓৬の୲౰者に委ねΒれ、

し、நબによってྀߟ๬者をืり、ੈଳのਓ਺をر
ॅまいがఏڙされる。ॅまいのఏڙによって被災者
の生活が੔えΒれるが、生活ڥ؀のมԽやԾઃॅ୐
の広さがෆे෼であること౳が要Ҽとなり、介護保
。（くなるとの報告もある̑ߴ認定཰がݥ
　平成2�年熊本地震で̖ொは被災し、被災者のԾઃ
ॅ୐入ډ後の生活ෆ活発පやస౗といった਎ମػ能
௿下の発生リスクのܰݮや自ओతな介護༧๷ࣄ業の
औり૊Έをਪਐするため、介護༧๷のࢹ఺かΒ、Ծ
ઃॅ୐の入ډ者഑ஔについて保健師が関わることの
ඞ要性がߴいとߟえた。どのよ͏な関わりをしてい
くかについてݕ౼を重ね、Ծઃॅ୐のॅڥ؀と被災
者の਎ମ状況を೺Ѳし、保健師がリハビリテーショ
ン৬の支援を得ながΒ、Ծઃॅ୐の入ډの入ډ者഑
ஔに関༩するに至った。̖ொの地Ҭแׅ支援ηン
λーにଐする保健師がԾઃॅ୐後の生活ෆ活発පや

อ݈ࢣͷԾઃॅ୐ͷೖऀډ഑ஔͷؔ༩ͱฏ࣌ͷอ݈׆ࢣಈͷ͋Γํ

福田　ٱ美子̍ˎ・�福本　ٱ美子２ˎ

 ̡ ཁ　ࢫʳ

໨తɿ̖ொの保健師がԾઃॅ୐入ډ後の生活ෆ活発පやస౗といった਎ମػ能௿下の発生リスク
のܰݮを໨తに行ったԾઃ入ډ者の഑ஔに関༩して得Βれた結果や災֐時に効果తに活動
をల։するためにඞ要な平時の保健師活動のありํについて࡯ߟする。

ํ法ɿ̖ொの̘Ծઃॅ୐ށ��の健康調査訪໰に関する情報を੔理し、2�1�年̑月຤時఺の介護保
認定デーλのൺֱと、̘Ծઃॅ୐のஂ地内ݥ認定デーλと2�1�年̒月຤時఺での介護保ݥ
で行った介護༧๷活動のऔり૊Έ情報を੔理した。

活動内容ɿ保健師が調査対৅者を੔理し、リハビリテーション৬とಉ൐で��ੈଳに健康調査を行い、
介護༧๷のࢹ఺かΒԾઃॅ୐഑ஔに関するݕ౼を重ねた。また、保健師は̘Ծઃஂ地内に
ॅຽओମの介護༧๷ࣄ業の立ͪ上げを支援し、ॅຽओମの介護༧๷ࣄ業に଎やかにऔり૊
むことができた。

結論ɿ平成2�年熊本地震におけるԾઃॅ୐の入ډ者഑ஔに介護༧๷のࢹ఺かΒ保健師が関わるこ
とで、Ծઃ入ډ後の生活ෆ活発පやస౗といった਎ମػ能௿下の発生リスクのܰݮや自ओ
తな介護༧๷ࣄ業のऔり૊ΈにつながるՄ能性がߴい。平時かΒ各関係ػ関との࿈ܞがඞ
要である。

Ωʔϫʔυɿ۽ຊ஍਒ɺԠٸԾઃॅ୐ɺ࿈ܞɺհ護༧๷

*44/�2�3�ô2���

ʦ研究ใࠂʧ

̍ˎ熊本ݝ立上ఱ૲ߴ౳学２、ߍˎ九州看護福祉大学看護福祉学෦　看護学科
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保健師のԾઃॅ୐の入ډ者഑ஔの関༩と平時の保健師活動のありํ

స౗といった਎ମػ能௿下の発生リスクのܰݮを໨
తにԾઃॅ୐の入ډ者഑ஔに関༩して得Βれた結果
を໌Βかにする。また、震災時に自ओతな介護༧๷
業をਐめるためにඞ要な保健師活動のありํにつࣄ
いて࡯ߟする。

ʲํ๏ʳ

̍ɽର৅஍域ٴͼର৅ऀ
　̖ொは、熊本ݝの΄΅中ԝに位ஔしている。̖ொ
の震災લの2�1�年３月຤時఺でのਓ口は11
�2�ਓ、
��2
Ҏ上のਓ口が3ࡀ��ਓ、ྸߴ者཰3��2ˋを઎めて
いた。介護保ݥ認定者（̍߸被保ݥ者）਺が���ਓ、
介護保ݥ認定཰は22��� であった。2�1�年̔月຤時
఺は、ਓ口1�
���ਓ、ࡀ��Ҏ上のਓ口が�
�3�ਓ、ߴ
ྸ者཰3���ˋを઎め、介護保ݥ認定者（̍߸被保ݥ
者）਺は��1ਓ、介護保ݥ認定཰は1���ˋとなって
いる。
　平成2�年熊本地震では、ӹ৓ொに震度̓が２回発
生するなどの大ن໛災֐となったが、̖ொにおいて
も2�1�年４月1�೔は震度̑ऑ、2�1�年４月1�೔には
震度̑ڧを؍ଌした。2�1�年４月1�೔に災֐対ࡦ本
෦がઃஔされ、ࢦ定ආ೉所を1�か所ઃஔ、࠷多ආ೉
時は、2�1�年４月1�೔時఺でආ೉者਺1
�2�໊となっ
ていた。生活ݐ࠶に޲けて行われた、り災ূ໌ॻަ
෇のための調査が４月中०かΒ։࢝され、り災ূ໌

ॻ発行の申੥ड෇が̑月中०かΒ։࢝となった。
2�1�年11月1�೔ࡏݱで、Ո԰に被֐のあったށ਺は、
શյかΒ一෦ଛյをؚめて1
���ੈଳであった̒）。各
被災の݅਺のৄࡉはද̍にࣔす。

ද̍　̖ொͷՈ԰ඃ֐ঢ়گ

Ո԰被֐状況 （ށ）਺ށ
શյ 111

大ن໛൒յ 221
൒յ ���

一෦ଛյ ���
総ܭ ���1
���

　̖ொの̗地۠に̘Ծઃॅ୐のݐઃが࢝まり、Ո԰
のશյ、大ن໛൒յٴび൒յで解ମするੈଳが入ډ
対৅であった。�
　̘Ծઃॅ୐をݐઃするෑ地はάϥウンυ場であっ
たため、੔地のඞ要はなかった。Ծઃॅ୐までのܦ
࿏はࡔಓとなっている。άϥウンυ場のपลは২थ
されており、എもたれのある長Ҝ子がஔかれ、ྋを
能を持っていた。Ծઃॅ୐ػめஊ࿩の場としてのٻ
の౩の୺にも、Ҝ子がઃஔされている。Ծઃॅ୐の
ࣨ内状況に関する֓要はද２にࣔす。
　本報告は、この̘Ծઃॅ୐入ډ༧定の��ੈଳを対
৅とした。̖ொの災֐対ٴࡦびॅຽ・被災者の支援
についての動޲は、ද３にࣔす。
　

ද̎　Ծઃॅ୐ͷࣨ಺ঢ়گ

֎関ݰ
。さにࠩがあったߴ関ઌに段ࠩがあり、段ࠩはԾઃॅ୐の各౩によってݰ・
　（̍か所参ߟଌ定஋）　一段໨ߴさʜ1�ᶲɼ二段໨ߴさʜ21ᶲ
　　　　　　　　　　　　౿Έ୆の一段໨のԣ෯ʜ3�ᶲɼ二段໨のԣ෯ʜ��ᶲ
・スローϓのࡐ質は、Ӎによって׈りやすいૉࡐであった。

関ݰ
関෯��ᶲݰ関に入ったՕ所のݰ・
・ԣ手すりઃஔߴさ��ᶲ

トイレ
・トイレࣨ内にॎ手すりあり、ศ࠲のߴさは��ᶲである。
・トイレまでの段ࠩや手すりઃஔ状況は෦԰਺によってࠩがあった。　

（෦԰ผの֓要）　　1%,ʜトイレとཋࣨのલに12ᶲの段ࠩがあり、ॎ手すりあり。
　　　　　　　　　　　2%,ʜトイレまで段ࠩなし、ཋࣨのΈ段ࠩあり。
　　　　　　　　　　　3,ʜトイレとཋࣨのલに12ᶲの段ࠩがあり、手すりなし。

ཋࣨ
・トイレにྡ઀している。
・ཋ૧をまた͙ࡍに࢖用できるॎ手すりあり。
・ཋ૧のߴさは��ᶲである。
・2%, は、ཋࣨલにのΈ、ߴさ12ᶲの段ࠩあり。
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̎ɽ分ੳํ๏
　̖ொの̘Ծઃॅ୐��ੈଳの生活ෆ活発පやస౗と
いった਎ମػ能௿下の発生リスクのܰݮにண໨した
औり૊Έを෼ੳした。
　̍）Ծઃॅ୐への入ډ者の഑ஔに関するࢦඪ
　入ډ者のԾઃॅ୐の഑ஔに保健師が関༩するにあ
たり、Ծઃॅ୐の഑ஔに関するධՁࢦඪとして、Ҏ
下にࣔす４߲໨をڍげ、その結果を෼ੳした。
　ᶃスローϓのඞ要性
　ᶄ手すりのඞ要性とઃஔ場所
　ᶅறं場までのڑ཭
　ᶆ今後の生活支援のඞ要性
　２）̘Ծઃॅ୐入رډ๬者の健康状ଶのมԽ
　̘Ծઃॅ୐入رډ๬者の健康調査訪໰に関する情
報をجに、ॅ୐ڥ؀に׳れͣ生活ෆ活発පやస౗と
いった਎ମػ能௿下の発生するݥة性がߴまるظ間
を̍年間とԾ定し、入̍ډ年後となる2�1�年̒月຤
時఺での介護保ݥ認定結果に関するデーλを୲౰՝
にデーλநग़をґཔし、デーλを収集してಥ߹した。
　３）介護༧๷活動のऔり૊Έ状況
　̘Ծઃॅ୐のஂ地内で行った介護༧๷活動のऔり
૊Έに関する情報や、̖ொの広報ࢽでࣔされた地Ҭ

の介護༧๷ڌ఺に関する情報を੔理し、介護༧๷活
動のऔり૊Έをਪਐした内容を෼ੳした。

3ɽྙཧత഑ྀ
　̖ொにྙ理৹査委員会がઃஔされていないため、
ྙ理৹査をडけていないが、所ଐ長であるொ長のঝ
認をडけ、ঝ認を౿まえて実ٴࢪび෼ੳした。訪໰
を実ࢪするにあたり、対৅者に対して਎ମ状況౳の
֬認に関する協力のґཔについての説໌を口಄で行
い、健康調査訪໰とฉきऔりに関するಉҙを得た上
で、೔ఔ調੔をਤり、໘઀を実ࢪした。健康調査訪
໰に࢖用した調査ථは、訪໰した৬員がه載し、対
৅者のෛ୲を࠷খ限とした。入Ӄ中や入所中のํに
関しては、ి࿩࿈བྷでՈ଒や介護支援ઐ໳員かΒݱ
。の状況についてฉきऔりを行ったࡏ
のかかる場所にݤ、ਓ情報はொが؅理しておりݸ　
保؅されている。調査対৅者のݸਓ情報はಗ໊Խし
た上で、介護保ݥ認定結果に関するデーλのΈऔり
ѻった。�

ද3　" ொͷ֐ࡂରٴࡦͼॅຽ・ආ೉ऀ支援ͷಈ޲

ொ災֐対ࡦ ॅຽٴびආ೉者支援
۽
ຊ
஍
਒
Ҏ
લ

2�19年9月 業によるࣄのϞデルݝ
　　ॅຽओମの介護༧๷教ࣨ立ͪ上げ支援

2�19年:月 ॅຽओମの介護༧๷教ࣨ։࢝

2�1�年�月1�೔ɼ�月1�೔　熊本地震発生　　" ொ（震度�）

۽
ຊ
஍
਒
Ҏ
߱

2�1�年�月1�೔ ආ೉所։ઃ
2�1�年�月下० $ Ծઃॅ୐ݐઃ։࢝
2�1�年�月中० り災ূ໌ॻ申੥ड෇։࢝

2�1�年�月下 健康調査։࢝（��ੈଳ）
2�1�年�月9೔ 保健師・リハビリテーション

৬の入ډ者഑ஔݕ౼
2�1�年�月上० 健康調査ऴྃ

入ډ者഑ஔを୲౰՝へఏҊ
2�1�年�月9ʴ2೔ 入ډ者഑ஔݕ౼会ٞ（�՝）

入ډ者഑ஔܾ定
2�1�年�月9ʴ�೔ Ծઃॅ୐入ډ։࢝

2�1�年�月9ʴ�೔ ࠯定ආ೉所ดࢦ
2�1�年�月下० ॅຽओମの介護༧๷教ࣨ立ͪ上げ૬ஊ
2�1�年�月上० ʮझຯの会ʯଧͪ߹わͤ

ʮझຯの会ʯ։࢝
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保健師のԾઃॅ୐の入ډ者഑ஔの関༩と平時の保健師活動のありํ

ʲ׆ಈ಺༰ʳ

̍ɽ健康ௐࠪ๚໰ͷ࣮ࢪ
　̗地۠の̘Ծઃॅ୐入رډ๬者の͏ͪ、介護保ݥ
認定者、ো֐認定者、また、介護保ݥ認定౳をडけ
ていないがԾઃॅ୐に手すりやスローϓをر๬して
いる者を訪໰対৅とした。
　Ծઃॅ୐入ډ༧定਺は��ੈଳであり、2�1�年̑月
下०かΒ、Ծઃॅ୐入ډ༧定者の健康調査訪໰を։
し、ද４の߲໨についてฉきऔりをした。̒月上࢝
०に健康調査��ੈଳ（2�1�年̑月時఺でԾઃॅ୐入
、๬している者であり、調査時఺においてはرをډ
̘Ծઃॅ୐入ډ者Ҏ֎のԾઃॅ୐入ډ者もؚんでい
る。）の調査がऴྃした。

̎ɽԾઃॅ୐഑ஔͷݕ౼
　健康調査実ࢪ後、地Ҭแׅ支援ηンλーの保健師
と広Ҭリハビリテーションηンλーのリハビリテー
ション৬が、લड़したԾઃॅ୐への入ډ者の഑ஔに
関するࢦඪの４つのࢹ఺をおさえながΒԾઃॅ୐の
入ډ者഑ஔをݕ౼した結果を４఺ڍげる。
ᶃ震災લにॅډしていた行੓۠ごとに集約し഑ஔし

た。
ᶄスローϓや手すりの഑ஔについてྀߟするඞ要の
ある対৅者に関しては、健康調査をجにして഑ஔし
た。
ᶅක௧の༗ແやస౗ྺがある対৅者で、ࣨ内のトイ
レやཋࣨલの段ࠩによってస౗のリスクがߴまると
൑断した場߹は、トイレやཋࣨલの段ࠩのないࣨډ
に഑ஔすることをྀߟした。
ᶆ震災લに地Ҭのॅຽओମの介護༧๷教ࣨの介護༧
๷αポーλーとして活動していたॅຽが、入ډ༧定
者の中に２໊いたことかΒ、̗地̘۠Ծઃॅ୐の集
会ࢪઃであるʮΈんなのՈʯのۙくに഑ஔし、入ډ
༧定者が入ډ後す͙に介護༧๷ࣄ業にऔり૊Έやす
いよ͏にྀߟした。

　Ҏ上の内容かΒ、��ੈଳのԾઃॅ୐入ډ者の഑ஔ
Ҋを୲౰՝にఏҊし、その後、୲౰՝にఏҊした഑
ஔに関するࢿྉをجに、ி内関係՝４՝による̘Ծ
ઃॅ୐の入ډ者഑ஔݕ౼会ٞが։࠵された。ݕ౼会
ٞに、地Ҭแׅ支援ηンλーの保健師２໊が参Ճし、
Ծઃॅ୐入ډ者഑ஔがܾ定した。

ද̐　๚໰ʹΑΔฉ͖औΓ಺༰߲目

調査内容
ᶃج本ଐ性

ԟྺط、性ผ、生年月೔、ॅ所、਎長、ମ重、໊ࢯ
のՈ଒ਓ਺ॅډ

ᶄ਎ମ状況
・௧ΈのӨڹでา行に支োがあるか。（はい、いいえ）
　　�˰（はいの場߹）௧Έの場所
・一度にาけるڑ཭はどのくΒいか。
・֎ग़（ങい෺、௨Ӄなど）することは多いですか。（はい、いいえ）
・֎ग़のස度
・֎ग़時のҠ動手段はԿか。（自動ं、バス、ెา）
・೴࠹ߎまたは೴ग़݂౳のපؾのӨڹでຑᙺがありますか。（はい、いいえ）
・า行時のҠ動手段はԿですか。（৛、า行者、ंҜ子）
　　˰（৛࢖用の場߹）৛を持つརき手
・֊段もしくはݰ関の上り下りに手すりを࢖用しますか。（はい、いいえ）
　　˰（はいの場߹）手すり࢖用時の手すり位ஔのࠨӈ֬認

ᶅ生活支援のඞ要性
・೔ৗ生活の中で介ॿのඞ要な行ҝはありますか。
�　（入ཋ、トイレ、ண替え、੔容、֊段、า行、食ࣄ、ચ୕、૟আ、ྉ理、ങい෺、その他）
・介護保ݥまたは਎ମো֐者手ாはお持ͪですか。（はい、いいえ）
・介護保ݥαービスར用はありますか。（はい、いいえ）
・自୐のトイレに手すりはついていますか。（はい、いいえ）
　　˰（はいの場߹）手すり࢖用時の手すり位ஔのࠨӈ֬認
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3ɽ̘Ծઃॅ୐ೖऀډͷঢ়گ
　̍）̘Ծઃॅ୐入ډ者ٴび̖ொの介護保ݥ認定状
況
　��ੈଳのԾઃॅ୐入ډ者のࡀ��Ҏ上ྸߴ者の͏ͪ、
2�1�年̒月຤時఺の要介護認定者は1�໊であり（ද
̑）、要介護度が下がった者が２໊、͏໊ͪ̍はے
力௿下によるもの、໊̍は認஌ػ能௿下によるもの
であった。
　２）̘Ծઃॅ୐入ډ後のΈんなのՈٴび̖ொの介
護༧๷活動のऔり૊Έ
　̖ொは、震災લに̖ொのଐするݝが行っていたॅ
ຽओମの介護༧๷教ࣨの立ͪ上げに関するϞデルࣄ
業（Ҏ下、ʮϞデルࣄ業ʯとい͏。）を活用し、ݝの
支援をडけながΒ、ॅຽओମの介護༧๷教ࣨの立ͪ
上げを行った。立ͪ上げ支援を行った地۠のॅຽで
あり、立ͪ上げに関わったԾઃॅ୐入ډ者が、でき
るだけૣい時ظにΈんなのՈでの介護༧๷活動を実
業にࣄすることのඞ要性を感じており、ʮϞデルࢪ
औり૊んでいたことで地震の時にΈんなでॿけ߹͏
ことができた。औり૊んでいてよかった。ʯʮϞデル
業でϊウハウがあったかΒԾઃॅ୐でもऔり૊もࣄ

͏とࢥった。ʯʮ立ͪ上げ支援をडけたಉじ地۠のԾ
ઃॅ୐入ډ者の皆さんかΒ、（介護༧๷活動を）や
Ζ͏と੠が上がった。ʯʮ（介護༧๷活動を）࢝めれ
͹、ொ（地Ҭแׅ支援ηンλーの保健師）や広Ҭリ
ハビリテーションηンλーのํが支援をして下さる
かΒ、҆৺して࢝めよ͏。ʯとの発ݴがฉかれた。
その後、震災લにߏஙしていた保健師やリハビリ
テーション৬とのつながりによって、Ծઃॅ୐入ډ
かΒ֓ね２か月ܦաするࠒの̔月຤に、保健師がԾ
ઃॅ୐入ډ者かΒ立ͪ上げ支援の૬ஊをडけるに
至った。̕月ॳめに保健師立会いの下、̘Ծઃஂ地

ʮझຯの会ʯ߹ಉଧͪ߹わͤ会が։࠵された（ද̒）。
ॅຽओମの活動։࢝後、熊本ݝにઃஔされた෮ڵリ
ハビリテーションの活動支援をडけながΒ、औり૊
Έをܧଓした。
　̖ொのॅຽओମの介護༧๷活動のऔり૊Έについ
てࢍಉする地Ҭの۠長やॅຽによる立ͪ上げは、
年々૿Ճし（ද̓）、2�1�年1�月時఺で2�か所と
なっている。

ද̓　஍域ͷհ護༧๷׆ಈ਺ͷਪҠ

地Ҭの介護༧๷活動਺
2�1�年̍月時఺ ̍か所
2�1�年̍月時఺ 1�か所
2�1�年1�月時఺ 2�か所

ʲ࡯ߟʳ

̍ɽԾઃॅ୐഑ஔʹؔ༩ͨ͠ޮՌ
　平成2�年熊本地震における̖ொのආ೉所かΒԾઃ
ॅ୐のҠ行にࡍし、地Ҭแׅ支援ηンλーの保健師
がԾઃॅ୐഑ஔに介護༧๷のࢹ఺を持ͪ、健康調査
の実ٴࢪびԾઃॅ୐഑ஔをݕ౼するために、リハビ
リテーション৬やி内৬員と࿈ܞをਤることができ
た。

ද̑　̘Ծઃॅ୐ೖऀډͷհ護อݥਃ੥ঢ়گ

年ྸ 2�1�年�月຤ 2�1�年�月຤ 原Ҽ
̖ 代ࡀ�� 要介護1 要介護2 ѱ性新生෺
̗ 代ࡀ�� 要介護1 要介護2 認஌ػ能௿下
̘ 代ࡀ�� ະ認定 要介護1 認஌ػ能௿下
̙ 代ࡀ�� 要介護2 要介護2 ౶೘ප性ਛ঱
̚ 代ࡀ�� 要支援1 要支援2 力௿下ے
̛ 代ࡀ�� ະ認定 要介護1 認஌ػ能௿下
̜ 代ࡀ�� 要支援2 要支援1 力௿下ے
̝ 代ࡀ�� ະ認定 要支援1 ֎ই
̞ 代ࡀ�� 要介護2 要介護1 認஌ػ能௿下
̟ 代ࡀ�� 要支援1 要介護2 認஌ػ能௿下
̠ 代ࡀ�� 要介護1 要介護3 認஌ػ能௿下
̡ 代ࡀ�� ະ認定 要支援1 力௿下ے
̢ 代ࡀ�� ະ認定 要支援1 認஌ػ能௿下
̣ 代ࡀ�� ະ認定 要介護2 精神࣬ױ

ද̒　̘Ծઃஂ஍ʮझຯͷձʯ֓ཁ

झຯの会内容 Ώっくりମૢクϥϒ̍） কع ғޟ

実༵ࢪ೔ ຖि໦༵೔
13時3�෼かΒ

ຖि໦༵೔
13時3�෼かΒ

ຖि༵ۚ೔
13時3�෼かΒ

発会時の参Ճر๬者਺ 1�໊ �໊ 3໊

̍）いきいきඦࡀମૢをऔり入れた活動である。いきいきඦࡀମૢは、ߴ஌ݝでߟҊされ、科学తに介護༧๷に効果
のあるとの報告のあるମૢである。
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保健師のԾઃॅ୐の入ډ者഑ஔの関༩と平時の保健師活動のありํ

　̘Ծઃஂ地入ډ者の入ډ後、2�1�年̒月຤時఺の
要介護認定者は1�໊で、要介護度が下がった者が２
໊、͏໊ͪ̍はے力௿下によるもの、໊̍は認஌ػ
能վળによるものであった。新ن申੥者でے力௿下
によるものは໊̍であり、被災者のԾઃॅ୐入ډ後
の生活ෆ活発පやస౗といった਎ମػ能௿下の発生
リスクのܰݮはਤることができているとߟえΒれる。
　ද̑の̘Ծઃॅ୐入ډ後の入ډ者の介護保ݥ認定
状況かΒわかるよ͏に、要介護度が下がった者２໊
の͏໊ͪ̍は認஌ػ能վળによるものであったが、
要介護度が上がった者11໊の͏໊ͪ̒が認஌ػ能௿
下によるものであり、震災によって、認஌ػ能の状
ଶがѱԽする者が૿Ճする޲܏にあることが͏かが
える。ྸߴ者は震災によるӨڹを大きくडけ、認஌
঱の発঱や認஌঱の঱状ѱԽをҾきىこすリスクも
えΒれるため、認஌঱に対するे෼な支援ߟいとߴ
がඞ要であり̓）、認஌঱をҾきىこすリスクのߴい
ํに対する支援として、認஌঱発঱や認஌঱঱状の
ѱԽに対して科学తに効果があるとされているϓロ
άϥϜのಋ入をݕ౼するඞ要がある。
　̖ொは、震災લにϞデルࣄ業をडけながΒ、ॅຽ
ओମの介護༧๷教ࣨの立ͪ上げを行っていたため、
立ͪ上げのࡍにԾઃॅ୐ஂ地内で介護༧๷ࣄ業にऔ
り૊むリーμーシοϓのとれる入ډ者を೺Ѳできて
いた。このことは、ॅຽओମで介護༧๷ࣄ業の活動
をਐめやすいよ͏にԾઃॅ୐ஂ地内のコミュχティ
することにつ౼ݕしたԾઃॅ୐の഑ஔをྀߟ成にܗ
ながり、ॅຽがૣくかΒ活動することのඞ要性を感
じ、ॅຽओମで介護༧๷ࣄ業にऔり૊むことができ
た要ҼとߟえΒれる。保健師がॅຽと良޷なύート
ナーシοϓをऔり、地Ҭにおける他のஂମとの協ಇ、
ਓࡐの発۷もࢹ໺に入れたऔり૊Έを行͏ことがඞ
要である̔）。

̎ɽฏ͔࣌Βͷอ健׆ࢣಈͷ͋Γํ
　Ϟデルࣄ業にऔり૊む中で、保健師が広Ҭリハビ
リテーションηンλーのリハビリテーション৬と平
時かΒ࿈ܞをਤっていたことによって、リハビリ
テーション৬に健康調査に関するಉ൐訪໰の協力を
。することにつながったࢪに実ظૣ、͗ڼ
　また、介護༧๷教ࣨの立ͪ上げにࡍし、ॅຽಉ士
のつながりをつくることが重要であり、介護༧๷ࣄ
業のऔり૊Έがॅຽಉ士のつながりをつくる大੾な

会がػ会になることを保健師かΒॅຽに఻えるػ
あった。震災લにॅຽओମの介護༧๷ࣄ業によって
ॅຽಉ士が৴པ関係をߏஙできていたことで、ʮϞ
デルࣄ業にऔり૊んでいたことで地震の時にΈんな
でॿけ߹͏ことができた。औり૊んでいてよかっ
た。ʯとい͏ݴ༿かΒも͏かがえるよ͏に、震災時
のॅຽಉ士のつながりをҙࣝし、ॅຽがつながりの
重要性を実感するػ会になったとਪ࡯される。さΒ
に、震災によって、つながりの重要性を実感してい
たことや、震災લかΒॅຽと保健師、ॅຽಉ士の৴
པ関係がߏஙできていたことがॅຽओମの介護༧๷
活動のૣظ実ࢪにつながっている。被災地Ҭの活動
のਪਐには、保健師のΈなΒͣ様々な地Ҭのҩ療・
保健・福祉౳の関係ػ関や地Ҭॅຽ૊৫౳との࿈ܞ
がෆՄܽとなる̕）。
　ʮ（Ϟデルࣄ業に）औり૊んでいてよかった。ʯ

ʮ（介護༧๷活動を）࢝めれ͹、ொ（地Ҭแׅ支援η
ンλーの保健師）や広Ҭリハビリテーションηン
λーのํが支援をしてくださるかΒ、҆৺して࢝め
よ͏。ʯとい͏ॅຽの੠があがり、ॅຽへの保健師
活動の定ணや保健師とॅຽの৴པのߏஙは、೔ࠒの
活動状況が災֐時の活動に൓өされる1�）ことかΒ、
平時の保健師活動がධՁされるػ会となる。
　さΒに、̖ொの震災લのϞデルࣄ業のऔり૊Έは、
ॅຽにとって、ओମతな介護༧๷ࣄ業を行͏ために
ඞ要なʠࣄ業立ͪ上げの஌ࣝの習得ʡとʠ۩ମతな
ܦʡにつながっていた。中原によると、۩ମతݧܦ
はその後の行動を容қにするとड़΂ており11）、೔ݧ
業を立ͪ上げるなど、様々ࣄかΒॅຽと保健師がࠒ
な活動を௨してݧܦ஋をߴめておくことが重要であ
る。
　ி内各՝との࿈ܞに関しては、ி内৬員と௨ৗ業
຿のࡍに࿈ܞをਤっていたことで、Ծઃॅ୐഑ஔに
関することについてఏҊしやすい関係がߏஙできて
いたとਪ࡯される。災֐の対応のよ͏に、෦ہをԣ
断して対応するඞ要のあるࣄฑに関しては、෦ہ間
࿈ܞ調੔がඞ要であり、平時かΒ࿈ܞମ制をߏஙし
ておくことがඞ要である12）。
　本報告は௚Ӧ型の地Ҭแׅ支援ηンλーにଐする
保健師の災֐活動に関することである。効果తな活
動を行っているとされる保健師のಛ௃13）として、௚
Ӧ型はʠ地Ҭとإのݟえる関係ͮくりʡやʠ活動を
௨したॅຽと地Ҭの地Ҭ՝୊౳のݱ状೺Ѳʡといっ
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た࿈ܞମ制のߏஙと、ʠแׅతな૬ஊ支援ʡ、ʠॅຽ
の自ओ活動のଅਐʡといったエンύϫϝントする活
動がڍげΒれている。௚ӦҎ֎の委ୗ型については、

ʠிࣷ内֎における関係者との೔ࠒかΒの関係ߏஙʡ
やʠࡦࢪఏݴ z がಛ௃としてڍげΒれている。この
ಛ௃としてڍげΒれた߲໨は、ிࣷ内の関係をߏங
しやすく、ࡦࢪఏݴを行͏ݖ限を༗する௚Ӧ型の地
Ҭแׅ支援ηンλーのڧΈとߟえΒれ、震災時に効
果తな活動をแׅするऔり૊Έをਐめることができ
るମ制であったとਪ࡯される。
　Ҏ上のことかΒ、震災時の保健師のऔり૊Έをԁ
するためには、平時に地Ҭのॅຽ૊৫や地ࢪに実׈
Ҭの関係ػ関、ி内各՝と࿈ܞをਤっておくඞ要が
ࣔࠦされた。また、震災時における地Ҭแׅ支援η
ンλーのମ制のありํについてもݕ౼しておくこと
がඞ要である。

3ɽຊใࠂͷݶքͱҙٛ
　本報告のऔり૊Έは、̖ொはਓ口ن໛が̍ສਓで
あり、健康調査を実ࢪする対৅者਺が��ੈଳと対応
がՄ能なਓ਺であったことかΒ、Ծઃॅ୐入رډ๬
者に対して訪໰調੔がՄ能であったとߟえΒれる。
　本報告の限քとしては、他の自治ମで本報告のऔ
り૊Έを実ફすることがਓ口ن໛や被֐状況によっ
てࠨӈされるՄ能性があることである。
　しかしながΒ、平時かΒॅຽや他৬छと࿈ܞをਤ
ることに関しては、どの自治ମもऔり૊むことがՄ
能であり、重要な保健師活動であるとߟえΒれる。

ʲ͓ΘΓʹʳ

　Ծઃॅ୐入ډ後の生活ෆ活発පやస౗といった਎
ମػ能௿下の発生リスクのܰݮを໨తに保健師が関
༩したԾઃॅ୐入ډ者഑ஔについては、入ډલと入
能௿下ػ認定の結果かΒ、਎ମݥ年後の介護保̍ډ
の発生リスクのܰݮにつながったとਪ࡯された。認
஌ػ能௿下に対する介護༧๷のऔり૊Έの重要性が
認ࣝされた。
　また、平時に地Ҭのॅຽ૊৫や地Ҭの関係ػ関、
ி内各՝と࿈ܞをਤっておくことが災֐時に自ओత
に介護༧๷ࣄ業を立ͪ上げることがՄ能となる౳、
効果తな活動につながることがࣔࠦされた。

ʲँࣙʳ

　震災時に多大なる協力をいただいた広Ҭリハビリ
テーションηンλー৬員とॅຽの皆様、ݝの介護༧
๷୲౰者や災֐支援に来ていただいた支援者の皆様
にਂく感ँ申し上げます。
　本報告に։ࣔす΂き $0* はありまͤん。

ʲ文ݙʳ

̍）内ֳ෎ɽ๷災情報のϖーδɽ令和元年൛๷災ന
ॻෟଐࢿྉ̒ɽ2�1�　IUUQ���XXX�CPVTBJ�HP�KQ�
JOEFY�IUNM（2�1�年12月1�೔Ӿཡ）ɽ

２）総຿লফ๷ிɽ平成3�年度൛ফ๷നॻɽ2�1�ɽ
IUUQT���XXX�GENB�HP�KQ�QVCMJDBUJPO�IBLVTIP�
I3��JUFNT�I3�@IBLVTZP@BMM�QEG（2�1�年12月1�
೔Ӿཡ）ɽ

３）内ֳ෎ɽ๷災情報のϖーδɽ災ٹ֐ॿ法ɽIUUQ�
　　��XXX�CPVTBJ�HP�KQ�UBJTBLV�LZVVKP�QEG�

TJSZP2�1�QEG（2�1�年12月1�೔Ӿཡ）ɽ
４）௡ٱҪਐɼग़口ढ़一ɼӬҪ޾णɼ他ɽクリエイ

ツ震災෮ڵ・原発震災ఏݴシリーζ３ʮ災ٹ֐
ॿ法ʯపఈ活用ɽฌݝݿ震災෮ڵ研究ηンλー

（ฌݝݿ）ɼ編ɽژ౎ࢢɿࣜג会社クリエイツか
もがわɽ2�12ʀQ1�ô��ɽ

̑）福ౡݝにおける要介護認定者૿の要Ҽ෼ੳによ
るඞ要な支援のࡏりํに関する調査研究ࣄ業報
告ॻɽ2�1�ɽIUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�GJMF����
4FJTBLVKPVIPV�123������3PVLFOLZPLV�����1��

　　2���QEG（2�1�年̔月2�೔Ӿཡ）ɽ
画ɽ2�1�ɿ̿�ɽܭڵ෮֐ொ災ࠤߕொɽࠤߕ（̒
行ɽ౦೔本大震災かΒ学Ϳ内科学４ɽ災ܒҪߥ（̓

ɽࢽࡶɽ೔本内科学会ݴい内科診療のఏڧに֐
2�1�ʀ1�3ɿ���Ȃ���ɽ

̔）৿礼子ɼ後ؓ容子ɼੴ原多Ղ子ɽウΦーΩンά
自ओάルーϓ活動のݱ状と支援する保健師の今
後の՝୊ɽذෞ੟徳学園大学୹ظ大学෦紀要ɽ
2�1�ʀ��ɿ��Ȃ��ɽ

̕）Ԟ田ത子ɼᓏ田尚थɼ宮田良子ɽ์ࣹઢ災֐時
における保健師の活動支援のありํɽ保健ҩ療
科学ɽ2�13ʀ�2ɿ1�3Ȃ1�1ɽ

1�）ॕ原あΏΈɼᜊ౻ໜ子ɽ災֐支援における保健
師の໾ׂと能力に関する文献ݕ౼ɽౡࠜݝ立大
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学ग़ӢΩϟンύスɽ2�12ʀ�ɿ1��ô11�ɽ
11）中原३ɽܦӦ学習論　ਓࡐ育成を科学するɽ౦

大学ग़൛会ɽ2�12ʀ̿��ɽژ法ਓ౦ஂࡒɿژ
12）ਢ౻紀子ɼᖒ口ᚸن子ɼ٢஑৴உɽ災֐時のӫ

養・食生活支援に対するࢢொଜの準備状況と保

健所かΒのٕज़త支援に関するશࠃ調査ɽ೔本
ެऺ衛生学会ɽ2�11ʀ��ɿ���ô��2ɽ

13）Ԭ本ྰ子ɽ地Ҭแׅ支援ηンλーに関わる保健
師の໾ׂɽ保健師δϟーナルɽ2���ʀ��ɿ2�ô
3�ɽ
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